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早苗田の傍に小さな
社（やしろ）あり 今年
の生育見守るごとく
（下の写真）

　６月議会は6月10日から20日まで行われました。矢口新町長は開会挨拶で、「住んで良
かった町・住みたくなる町・子どもたちの夢が実現できる町へ、新しい町づくりを実現す
る」と述べました。また、他議員の一般質問の中で、「町保育園の統合は予定どおり進め
るが、会染保育園に新しい民間保育園を誘致する取り組みを開始し、一園だけの期間を短
縮するよう精一杯の努力をする」と答えました。６月議会で可決された一般会計補正予算
と私の一般質問のポイントをお知らせします。

≪私の一般質問≫

◎可決された一般会計補正予算概要
・補正額　　　　　　　   2憶1,485万円
・全員の賛成で可決
≪補正予算の主な内容≫
・定額減税補足給付金事業　  7,941万円
・住民税非課税世帯給付金事業3,333万円          
・消防団活動服更新　　　　　  976万円
・給食費無償化分負担金　　    729万円
・LINE公式アカウント運用料     82万円
・地球温暖化防止対策委託料  　280万円
・自転車ヘルメット購入補助  　 12万円
　　対象は中高生・65歳以上者で、購入
　額の1/2補助（上限2千円まで）
・「岡 麓終焉の家」修繕工事費  52万円

さなえた そば

１．町農業への振興策は・・次の5点を問う。

問 ①国の「５年水張りルール   」への対応は。
   ②「水田活用の直接支払い交付金」の対象外に
　　なっても、畑作を５年間取り組めば、支援金
　　が出ることを知らせて欲しいが。
　③町農業の振興策を策定して欲しいが。
　④町の遊休農地を町のホームページで紹介し、
　　耕作者の募集を実施して欲しいが。
　⑤農家が安心して農業を続けられるよう国に施
　　策を求めて欲しいが（例：畑作支援金の継続
　　国が農産物の価格保障制度を作るなど）。
※１　水田転作農地を令和４年度以降、５年間に一度も水
　田耕作（水張り）をしない場合には、「水田活用の直接
  支払い交付金」を支給しないルール。

※1

答(課長・町長)　①「５年水張りルール」には、農家の皆さまの不利にならないようにし
  ていく。②畑作支援金も知らせていく。③町農業の振興策は「地域計画（10年後の地域
　農業の姿を明らかにする計画）」策定後に、農家や町民の方の声を聴き、策定してい
　く。④町ホームページで紹介していく。⑤畑作支援金の継続は求めていく。農業施策要
　望は精査し、県要望などを通じ提出していきたい。　

２．社口原は環境保全型農業　の試験地に！
問　国内でシャインマスカット（食用ブドウ）栽培を
　無農薬・有機栽培で行っている農場がある。社口原で
　も同様な栽培を行い、環境保全型農業の試験地として
　全国から注目されるようにして欲しいが。
※２　土づくりなど農業の物質循環機能を活かし、化学肥料や
　農薬など、環境への負荷を軽減した持続的農業

答(町長)  社口原の利用権は農業法人「信州池田アグリ
（以後、アグリ）」に移行する。議員の意見はアグリに伝える。

※2

≪私の感想≫　7月から小中学
　校の給食費が無償化となりま
　す。長年求めてきたことであ
　り良かったと思います。

３．町防災会議の女性委員の比率を30％以上に！
問　防災での女性の視点は重要である。国も町防災会議
　の女性比率を30％以上にするよう求めている。対策を。
　また、災害関連死が審査できる取り組みを。

答(町長・課長)　町防災会議での女性委員は4人で､その比率は17％である。30％以上となる
　よう取り組む。災害関連死審査は災害弔慰金支給審査委員会の要綱を定め、対応する。

米と美しい田園風景は町の宝。いつま
でも保全する取り組みの強化を！！


